
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R8 年９月 

ミライズそら 

保健室 

まだまだ残暑が続きますが、随分過ごしやすい日も増えてきました。元気いっぱい夏を楽しめたのではないでしょうか⁈ 

夏の疲れが出やすくなる時期なので、ゆっくりお風呂に入り、たっぷり睡眠をとるなどして、体調を崩さないように気を付けましょう。 

おうちの中にも事故やけがを招く危険なものがあります。 

事故を防ぐために、確認をしてみましょう。 

●子どもの手の届く位置に置いてはいけない物はないか？ 

（薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、包丁などの 

刃物、針、子どもが飲み込める大きさの細かい物など） 

●ベランダや窓に踏み台になる物はないか？ 

●コンセントなどをいたずらできないようにする。 

●遊び食べに注意する（食べ物が喉に詰まることがある）。 

●浴室には子ども一人で勝手に入れないよう工夫する。 

 

９月１日は防災の日、９月９日は救急の日です。 

もしもの時に備え、非常食や水、ラジオ、懐中電灯などを用意しておきましょう。 

こどもの急病、けがなどで困ったとき 

まずは「子ども医療電話相談」に相談してみましょう。 

#8000 

ご家庭に救急箱はありますか？ 

けがをした時や、具合いが悪くなった時にすぐに使える 

ように準備をしておきましょう。 

●中身を点検しておきましょう。 

薬・爪切り・絆創膏・包帯・ガーゼ・ピンセット・脱脂綿  

はさみ・テープ・体温計・綿棒など入れておくと便利です。 

●薬の使用期限は１年に１度は確認しましょう。 

●消耗品は使ったら買い足しておきましょう。 

 

サイズの合わない靴やデザイン優先の靴、また、はきぐせのついた 

お下がりの靴は、転倒やけがの原因になるだけでなく、子どもの足の骨

や体全体の成長を妨げます。子どもの成長は早いので、シーズンごとに

きちんとサイズを測り、足にしっかりフィットする靴を選びましょう。 

よちよち歩きのころ（プレシューズ） 

■足首の関節まで保護 

■かかとが補強されている 

■弾力のある靴底 

■やわらかい素材 

歩き始めのころ（ファーストシューズ） 

■クッション性のあるかかと 

■歩き方が安定してきたら、 

ローカットでもよい 

靴選びのポイント 

3・4・5歳は運動量が飛躍的に増える時期。正しい歩き方を身に 

つけながら、７歳くらいまでの間に走る、跳ぶなど、基本的な動作は 

ほとんどできるようになります。 

足の骨も急速に発達し、土踏まずのアーチも３歳ごろから作られます。 

合わない靴は、足の発達だけでなく、姿勢や運動能力にも影響します。 

小まめにサイズをチェックし、正しい靴選びをしましょう。 

■甲の高さが調整できる 

■広く厚みがある 

■指先に 5ｍｍ～1ｃｍのゆとり 

■つま先が少し反り上がっている 

■運動してもずれないひも、または両面ファスナー 

■足の動きに合わせてソフトに曲がる 

■弾力のある靴底 

■やわらかく、通気性のよい素材 

0・1・2歳 ３・４・５歳 

歯科健診後の受診について（お願い） 

先日の歯科健診で「受診をおすすめします」とお知らせをお渡ししたご家庭へお願いです。 

受診がお済みの方は受診結果の用紙を提出してください。まだ、受診がお済みでない場合は、早めに歯科医院で診てもらうようお願いします。 

虫歯やかみ合わせなど、お口の状態を早めに確認することで、適切な治療や経過観察につながります。よろしくお願いします。 


